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学位論文内容の要旨 
 
本研究では，工事に「十分な費用」と「十分な工期」が与えられなくなった条件下において，周辺環
境への配慮と地下工事の合理化を両立させるために，「透水異方性を考慮した地下水位低下工法の計画
法」を提案することを目的とし、以下の3つの課題について取り組んだ成果について述べる。 
（１） 簡易な透水異方性評価法の提案と検証 
（２） 建築地下工事規模での透水異方性評価法の提案と検証 
（３） 国内における砂・礫層の透水異方性評価とデータ蓄積 
第1章では，研究の背景，透水異方性に関する従来の研究を示した。また，建築地下工事の特徴を示
すとともに地下水位低下工法の計画フローを示し，必要となる透水異方性評価法について示した。さら
に，本研究の目的と構成を示した。 
第2章では，短期間での調査と，簡易な評価を実現するボーリング孔を利用した透水異方性評価法を
提案した。そして，鉛直透水試験法および水平透水試験法について，FEM浸透解析，原位置試験により
試験の妥当性を検証した。また，巨視的な地盤の透水異方性を評価するための調査深度，調査数量の考
え方について示し，実際の工事データを用いて妥当性を検証した。 
 第3章では，建築地下工事の条件下で実施できる確認揚水試験を用いた透水異方性評価法を提案した。
確認揚水試験における揚水量，掘削側水位，背面側水位の定常データからFEM逆解析により透水異方性
を同定する方法を示し，1層地盤および2層地盤について，解析条件の適正な設定方法について検討した。
また，実際の工事データを用いて妥当性を検証した。 
 第4章では，国内の9箇所において，確認揚水試験データから砂・礫層の透水異方性を評価し，その程
度を示すとともに，傾向と特徴を示した。また，実地盤の透水異方性と従来のボーリング調査結果を比
較し，透水異方性とN値，細粒分，記事との関連性について示した。 
 第5章では，透水異方性を考慮した地下水位低下工法の計画法を提案し，地下水対策計画フロー，遮
水壁長さの判定方法を示し、確認揚水試験を考慮した計測管理方法を示した。 
 第6章では，本論文の結論をまとめ、今後の展望について述べた。 
 論文審査結果の要旨 
 
本研究は，建築工事の際の地下水対策において，周辺環境への配慮と地下工事の合理化を両立させる
ことに着目し，透水異方性を考慮した地下水位低下工法の計画法を提案している。具体的には，(1)簡易
な透水異方性評価法の提案と検証，(2)建築地下工事規模での透水異方性評価法の提案と検証，(3)国内に
おける砂・礫層の透水異方性評価とデータ蓄積に対して，新たな知見を得ている。 
まず，短期間での調査と簡易な評価を実現するボーリング孔を利用した透水異方性評価法を提案して
いる。そして，鉛直透水試験法および水平透水試験法について，FEM浸透解析，原位置試験により試験
の妥当性を検証し，良効な結果を示している。また，巨視的な地盤の透水異方性を評価するための調査
深度，調査数量の考え方について示し，実際の工事データを用いて，その妥当性を検証している。 
次に，地下水対策の条件下で実施できる確認揚水試験を用いた透水異方性評価法を提案し，確認揚水
試験における揚水量，掘削側水位，背面側水位の定常データからFEM逆解析により透水異方性を同定す
る方法を示し，単層地盤および二層地盤について，解析条件の適正な設定方法について検討している。
また，実際の工事データを用い，ここで提案している手法の妥当性を検証した結果，十分に実用可能で
あることを示している。実際に，国内の9箇所において，確認揚水試験データから砂・礫層の透水異方
性を評価し，その程度を示すとともに，傾向と特徴を示すとともに，実地盤の透水異方性と従来のボー
リング調査結果を比較し，透水異方性とN値，細粒分，記事との関連性について示している。 
最後に，上述の結果を基に，透水異方性を考慮した地下水位低下工法の計画法を提案し，地下水対策
計画フロー，遮水壁長さの判定方法を示し，確認揚水試験を考慮した計測管理方法を示した。 
このように，本研究はきわめて独創的かつ有用的であり，地盤環境問題の解決に大きく寄与するもの
であり，ここで得られた結果は，工学的な意義が大きい。したがって，これらの成果より，本論文は博
士学位論文に値するものと認定する。
